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⼗六銀⾏ ポジティブインパクトファイナンス 2024 年 1 ⽉ 31 ⽇ 

 

株式会社有電 ESG 評価本部 

担当アナリスト︓新井 真美 

 

格付投資情報センター（R&I）は十六銀行が有電に対して実施したポジティブインパクトファイナンスに
ついて国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP FI）が制定したポジティブインパクト金融原則（PIF 原
則）に適合していることを確認した。 

R&I は別途、十六銀行のポジティブインパクトファイナンス実施体制が PIF 原則に適合していることを確
認している1。今回のファイナンスに関して十六銀行の調査資料の閲覧と担当者への質問を実施し、実施体制
の業務プロセスが PIF 原則に準拠して適用されていることを確認した。 

十六銀行が実施するインパクトファイナンスの概要は以下のとおり。 
 

(1) 対象先 
社名 株式会社有電 
所在地 愛知県北名古屋市 
設立 1981 年 4 月       
資本金 2,000 万円 
事業内容 電気工事業、機械器具設置工事業、電気通信工事業、とび土木工事業 
売上高 663 百万円（2023 年 8 月期） 
従業員数 31 名（2023 年 8 月時点） 

 

(2) インパクトの特定 
十六銀行と十六総合研究所は融資先の事業内容や活動地域等についてヒアリングを行い、バリューチェ

ーンの各段階において発現するインパクトを分析し、特定したインパクトカテゴリを SDGs に対応させて
インパクトニーズを確認した。また、当社の事業活動が影響を与える地域におけるインパクトニーズとの
整合性について、持続可能な開発ソリューションネットワーク（SDSN）が提供する SDG ダッシュボード
などを参照し確認した。 

 

(3) インパクトの評価 
十六銀行と十六総合研究所は特定したインパクトの実現を測定できるようインパクトの内容を整理して

KPI を設定した。ポジティブインパクトは SDGs 達成に寄与する取り組みとして追加性があると判断した。
また、十六フィナンシャルグループが掲げる重点課題（マテリアリティ）と方向性が一致することを確認
した。 

  

                              
1 2022 年 3 月 30 日付セカンドオピニオン「十六銀行 ポジティブインパクトファイナンス実施体系」 
https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2022/03/news_release_suf_20220330_jpn_03.pdf 
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① 環境に配慮した事業活動 
インパクトの種類 環境的側面においてネガティブインパクトを緩和 
インパクトエリア・ 
トピック 

「気候の安定性」「サーキュラリティ（廃棄物）」 

関連する SDGs 

   
内容・対応方針  ペーパーレスに取り組み、紙使用量を削減する 

 協力会社と連携して省エネルギー設備の利用に向けて取り組む 
目標と KPI  2030 年 8 月期における紙使用量を 2023 年 8 月期比で 20%削減する 

 建設用工具など環境に配慮した省エネルギー設備を導入する（毎年の取り組み

の開示） 

 

② 地域に貢献する活動の展開 
インパクトの種類 社会的側面においてポジティブインパクトを拡大 
インパクトエリア・ 
トピック 

「資源とサービスの入手可能性、アクセス可能性、手ごろさ、品質（エネルギー）」

「インフラ」 
関連する SDGs 

    
内容・対応方針  電気工事などの受注増加により、自社事業の拡大に努める 

 防災事業への取り組みを通じて、住みよいまちづくりに貢献する 
 電気工事に関連した地域貢献活動を通じて、地域の活性化に取り組む 

目標と KPI  2030 年 8 月期までに売上高 10 億円以上とする（2023 年 8 月期 6.3 億円） 
 停電時のバックアップ用電源として活用可能な V2H（Vehicle to Home）シス

テムの実用化など、災害時電力事業に取り組む（毎年の情報の開示） 
 地域のイベントにおける電気設備の設営などを通じ、年間 10 回以上運営に関わ

る 

 

③ 働きがいのある労働環境の整備 
インパクトの種類 社会的側面においてポジティブインパクトを拡大 
インパクトエリア・ 
トピック 

「生計（雇用）」 

関連する SDGs 

  
内容・対応方針  健康経営に取り組み、従業員の働きがい創出に取り組む 

 人材育成に取り組み、従業員のスキルアップとキャリア形成を支援する 
目標と KPI  2024 年度までに健康経営優良法人の認定を取得し、2025 年度以降も認定継続

を目指す 
 従業員に対して技術練習会および国家資格取得に向けた勉強会を年間 4 回以上

実施する 
 入社 1 年目の社員における第二種電気工事士の取得率を毎年度 80%以上とする 
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(4) モニタリング 

十六銀行は融資先および十六総合研究所の各担当者との会合を少なくとも年に 1 回実施し、本 PIF で設
定した KPI の進捗状況について共有する。日々の営業活動を通じた情報交換も行い融資先のインパクト実
現に向けた支援を実施する。 

 
以 上 
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